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（別紙様式第3号）

論 文 要 旨

論文題目

Clinical Features of Human Metapneumovirus Pneumonia in 

Non-Immunocompromised Patients: An Investigation of Three Long-Term Care 

Facility Outbreaks 

（非低免疫患者におけるヒ トメタニューモウイルス肺炎の臨床的特徴 ：

3つの長期療養施設でのアウトプレイクにおける検討）

氏名羞省位干） 感誓



論 文 要 旨

I 

ヒ 卜 メ 夕 ニュ モ ウイ Jレス (bMPV) は 2001 年

に分離同定された呼吸器感染症の原因 ウイ Jレ

ス であ る。 特に乳幼児や高齢者で下気道感染

をお
.,.. 
すこ と があ るが、 成人におけ る肺炎のヽ

臨床像報告は少ない。 また bMPV の疫学的なア

ウ 卜 プ レイ ク報告も散見されるが、 臨床像を

解析 した報告はほ と ん どな Vヽ 。 本論文は、 重

症心身障害者およ び裔齢者長期療荏施設で発

生 した 3 つのケース の hMPV ア ウ 卜 ブ レイ ク に

おけ る臨床像 画像所見を レ 卜 ロ スペク テ イ ｀

ブに検討 した も のであ る。

確定診断例 （ PCR 法ま たは迅速抗原検査で陽

性） は 30 例 、 臨床診断症例は 75例であっ た 。

基礎疾患は認知症や精神発達遅滞 、 統合失調

症な ど精神疾患を もっ も のがほ と ん どで、 易

感染性を もっ も のは少なかっ た 。 これ ら 105例

の う ち、 約半分の 51例で肺炎 を発症 した。 肺

炎群 と 非肺炎群を比較する と ヽ 肺炎群の年齢

は有意に高かっ た （中央値 58 vs 44, p<0.001)。 理学

所見では高熱や喘嗚が特徴的であっ たが、 肺
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炎群 で喘 嗚の聴取頻度 (43 % vs 9 ％ , p<0.0001 ） 

や呼吸不全の頻度 (31 % vs 4 % , p< 0.0002 ) が 高

か つ た 。 血 液検査では 、 白 血球数、 CRP ヽ

CPK ヽ AST、 ALTの上昇が ヽ いずれも 肺炎群で多

＜ み ら れた (p<0.05)。 単純 X 線写真では、 肺 門

部 か ら放射状に広が る 気管支壁肥厚を伴っ た

気管支 肺 炎のパ 夕 ン を と る のが特徴的であ

つ た。 CT に おいて も '>- の特徴が確認 さ れ さ‘ 

ら に 陰 影の分布が 両 側 性 ( 88 %)、 複数肺策

100 %)、 肺 門 部條位 (96 % であ る も のが多か

つ た。 肺 炎 に よ る 死 亡 例はなかっ た。

bMPV 感 染症の血液検査所見について検討 した

報告は少な ＜ ヽ 特に CPK 上昇は本論文で示 さ

れた新た な知見で あ る
゜
レ ジオネ ラ やマイ コ

プラ ズマ イ ンフルエ ンザ ウ イ Jレス な ど 肺

炎 の 際 に CPK 上 昇を来す病原微生物 は限 ら れ

て お り 血清 CPK 値測 定は鑑別を絞 る 助 と

して有用 だが hMPV も そ の鑑別の つ と な る Io 

ま た本論文で示 さ れた画像所見は 気道線毛

上皮 を感染巣 と する hMPV の感染様式 と 致 し
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た特徴的な所見であ り これも新たな知見で

あ る。 過去に も少ない症例数の画像所見につ

いてのケ ス ス タディ が数例あ り 小葉中心

性陰影、 す り ガラ ス様陰影、 間質影が主な所

見であ り ヽ 本論文の特徴と は異な る。 しか
し1

過去の報告はいずれも幹細胞移植後や担癌患

者におけ る ものであ り ヽ 特殊な低 ，免疫状態に

あ る と vヽ ぅ 点で本論文 と は患者背景に違いが

あ る。

碑 V は 般的な呼吸器 ウイ ルスであ り
.,.. 
れ‘ 

ま で起炎病原体不明 と されて き た肺炎の流行

には、 hMPV肺炎が潜在 していた可能性があ る Io 

本論文において示 された新た な知見によ り

早期に hMPV感染症を疑い確定診断をつけ る
.,.. 
ヽ

と が ヽ 適切な感染拡大対策につなが る と 考え

る。
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